
 
 

ラ
フ
カ
デ
ィ
オ
・
ハ
ー
ン
（
小
泉
八
雲
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

池
松 

孝
子 

幕
末
か
ら
明
治
に
か
け
て
日
本
政
府
や
各
府
県
に
よ
っ
て
雇
用
さ
れ
た
外
国
人
を
「
お
雇
い
外
国

人
」
と
い
い
、
富
国
強
兵
、
殖
産
興
業
を
勧
め
る
た
め
技
術
系
外
国
人
を
雇
用
し
た
。
ラ
フ
カ
デ
ィ

オ
・
ハ
ー
ン
は
い
わ
ゆ
る
お
雇
い
外
国
人
で
は
な
い
。
１
８
９
０
年
（
明
治
２
３
）
、
ア
メ
リ
カ
の

出
版
社
の
通
信
員
と
し
て
来
日
し
た
。
尊
敬
す
る
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
『
清
潔
で
美
し
い
日
本
』
を

読
ん
で
文
明
に
汚
染
さ
れ
て
い
な
い
日
本
に
憧
れ
た
か
ら
だ
と
い
う
。
当
時
英
訳
さ
れ
た
『
古
事
記
』

に
も
強
く
惹
か
れ
た
。
来
日
後
、
英
語
教
師
と
し
て
松
江
、
熊
本
、
神
戸
、
東
京
な
ど
で
尽
力
し
た
。 

 

 

熊
本
大
学
に
は
旧
制
五
高
時
代
の
歴
史
的
記
念
物
が
た
く
さ
ん
残
っ
て
い
る
。
熊
本
大
学
歴
史
散

策
マ
ッ
プ
を
手
に
、
五
高
の
寮
歌
や
嘉
納
治
五
郎
の
碑
な
ど
歴
史
散
策
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
。

表
門
は
旧
制
五
高
時
代
の
門
で
旧
豊
後
街
道
に
面
し
て
い
る
。
五
高
の
英
語
教
師
を
し
て
い
た
夏
目

漱
石
が
詠
ん
だ
句
も
あ
る
。
当
時
、
門
を
入
る
と
一
面
、
蕎
麦
畑
が
広
が
っ
て
い
た
と
い
う
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い
か
め
し
き
門
を
入
れ
ば
蕎
麦
の
花 

 
 

 
 

 
 

 
漱
石 

  

さ
ら
に
ラ
フ
カ
デ
ィ
オ
・
ハ
ー
ン
の
碑
も
あ
る
。
こ
れ
は
１
８
９
４
年
（
明
治
２
７
）
に
行
な
っ

た
講
演
「
極
東
の
将
来
」
の
結
び
の
部
分
で
、
日
常
生
活
に
お
い
て
無
用
の
贅
沢
と
浪
費
を
憎
む
と

い
う
も
の
。
簡
素
な
生
活
、
素
朴
な
精
神
は
、
熊
本
に
赴
任
す
る
前
に
住
ん
で
い
た
松
江
の
武
家
出

身
の
セ
ツ
夫
人
と
の
生
活
か
ら
受
け
た
影
響
も
大
き
い
。
ま
た
出
雲
の
風
土
、
歴
史
か
ら
日
本
人
の

精
神
を
汲
み
取
っ
た
の
だ
ろ
う
。
西
欧
の
伝
統
文
化
に
負
け
な
い
も
の
が
あ
る
の
を
見
た
の
だ
。 

  

ハ
ー
ン
と
言
え
ば
、
『
怪
談
』
を
思
い
浮
か
べ
る
。
「
耳
な
し
芳
一
」
「
雪
女
」
「
む
じ
な
」
な

ど
、
古
く
か
ら
我
が
国
に
口
承
で
伝
わ
る
説
話
を
記
録
し
、
広
め
た
。
私
た
ち
も
そ
れ
ら
か
ら
日
本

人
の
風
土
、
歴
史
、
日
常
生
活
を
感
じ
取
る
こ
と
が
で
き
る
。 

  

昔
、
読
ん
だ
ハ
ー
ン
の
『
日
本
の
面
影
』
を
取
り
出
し
て
み
た
。
弘
法
大
師
の
書
、
鎌
倉
・
江
の

島
に
て
、
美
保
関
に
て
、
八
重
垣
神
社
と
あ
た
か
も
彼
の
日
本
巡
礼
で
あ
り
、
ハ
ー
ン
の
感
じ
た
「
美

し
い
日
本
の
姿
」
「
失
わ
れ
ゆ
く
日
本
」
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。 

 


